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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
休
校
と
留
学
生
の
資
格
外
活
動
の
関
係
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

留
学
生
が
在
籍
す
る
教
育
機
関
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
休
業
期
間
に
あ
る
場
合
の
当
該
留
学
生

の
資
格
外
活
動
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
「
資
格
外
活
動
許
可
を
受
け
た
場
合

に
は
、
「
原
則
と
し
て
一
週
に
つ
き
二
十
八
時
間
以
内
（
教
育
機
関
が
あ
ら
か
じ
め
学
則
で
定
め
て
い
る
春
休
み
等
の
長
期

休
業
期
間
に
あ
る
と
き
は
、
一
日
に
つ
き
八
時
間
以
内
）
」
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
認
め
ら
れ
る
現
行
の
取
扱
い
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
留
学
生
、

事
業
主
等
に
対
し
更
に
周
知
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
丁
寧
な
対
応
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
資
格
外
活
動
許

可
に
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
留
学
生
及
び
当
該
留
学
生
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
当
該
違
反
の
態
様
の
み
な

ら
ず
、
当
該
違
反
に
至
っ
た
経
緯
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
後
と
も
、
個
別
具
体
的
な
事
案



 

２ 

 

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
大
学
や
日
本
語
学
校
等
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
学
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
「
令
和
二
年
度
に
お
け
る
大
学
等
の
授
業
の
開
始
等
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
三
月
二
十

四
日
付
け
元
文
科
高
第
一
二
五
九
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
発
出
し
て
、
各
大
学
の
設
置
者
に
対
し
、
「
地

域
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
状
況
や
学
生
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
初
の
予
定
通
り
に
授
業
等
を
開
始
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
場
合
に
は
、
設
置
者
の
判
断
で
授
業
等
の
開
始
時
期
の
延
期
等
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
検
討

を
行
う
場
合
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
行
う
授
業
・
・
・
の
活
用
な
ど
に
よ
る
学
修
機
会
の
確
保
に
留
意

す
る
こ
と
」
等
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
日
本
語
教
育
機
関
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年

法
務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
規

定
に
よ
り
法
務
大
臣
が
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
在
留
管

理
庁
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、
日
本
語
教
育
機
関
が
臨
時
休
業
と
す
る
場



 

３ 

 

合
に
は
、
そ
の
補
充
の
た
め
の
授
業
開
講
な
ど
、
可
能
な
限
り
休
業
期
間
を
補
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
旨
、

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
教
育
機
関
等
に
対
し
て
当
該
公
表
内
容
を
記
載
し
た
文

書
を
郵
送
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


